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陰膳方式による成人男性及び学童の硝酸及び亜硝酸の一日摂取量

○村田美穂子＊, ＊＊　石永正隆＊＊

(＊鈴峯女短大，＊＊県立広島女大・院)

目的 成人男性及び学童各100 名から陰膳方式により，実際に摂取した食事一日分と

同じものを同じ状態で提供を受け，フローインジェクション分析法（FIA）により硝

酸及び亜硝酸の一日摂取量を調査した。

方法 広島市及びその近郊に在住の30～60 歳までの成人男性100 名，及び年齢7 ～12

歳までの学童100  名を対象に，陰膳方式により１口（24 時間）に摂取した全ての飲

食物を試料とした。試料溶液を食品添加物分析法の公定法に従って調製した後，硝酸

及び亜硝酸の分析は, FIA により硝酸イオン・亜硝酸イオン分析装置（TCI-NOX1000，

東京化成工業（株））を用いて行った。検出器は, UV－8020 (TOSOH社）,波長540nm,

流量1. 5niL/min及び記録計はSHIMADZU C-R6A CHRdlATOPACを使用した。

結果 成人男性において，硝酸及び亜硝酸の一日平均摂取量は,   190.84±128.47mg及

び3.  837±3.647mgであった。また，学童における硝酸及び亜硝酸の一日平均摂取量

は，それぞれ68. 425±77. 489mg及び0.953±0.869mgであった。また，硝酸及び亜硝

酸がFAO/WHO の一日摂取許容量（ADI）を越えていた人は，成人男性においては，硝

酸27%, 亜硝酸34% でかなり多かった。また両方ともに越えていた人は10% であっ

た。学童においてAD工を越えた人は，硝酸で16%, 亜硝酸では7% であった。
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（目的）水の硬度は調理、醸造、洗浄など家政学におけるさまざまな領域においてテクスチャー、味、

洗浄効率などに大きく関わることが知られている。一方､ 硬度の分析法としては古くからEDTA 滴定法

が用いられているが、近年オルトクレソールフタレインコンプレキソン試薬を応用したパックテストに

よる簡易分析法も広く浸透している。今回、パックテストを用いて測定値を定量化する方法をEDTA 滴

定法との比較を通して検討したので報告したい。

（方法）全国28 ヵ所の水道水や湧水、またミネラルウォーター2 種の総硬度をEDTA 滴定法とパック

テストの２つの測定法を用いて求めた。この際パックテストでは目視を行って色の濃さの順番付けを行

った他、570mn での吸光度から硬度を数値化し、両者の相関係数を求めた。また、パックテストの測定

値に影響を与える要因として温度、液量、測定時間を取り上げ、結果への影響を評価した。

（結果）全国28 ヵ所からの水道水、湧水の総硬度の分布はEDTA 滴定法、パックテスト両者共に10

度～90 度であった。相関係数は目視で0.94 、吸光度測定で0.99 であり、非常によい相関を示した。た

だし硬度の高い国外産ミネラルウォーター2 種に関してはEl:)TA 滴定法で304 度のものがパックテスト

で145 度、324 度のものが172 度と全くかけ離れた数値を示した。また、通常パックテストを用いる場

合に変動要因となりやすい温度、液量、測定時間を変化させ測定催

1.5ml、30 秒～48 時間までの範囲では測定値に影響は見られなかった。これらのことから国内の飲料水

であればパックテストを用いて測定値を定量化することに問題はないこと、また通常の方法でパックテ

ストを用いる場合、測定値の変動要因の影響は小さいことが予想された。
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